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【総則】 

１．投稿者は本会会員に限る。ただし，共同研究者はこの限りではない。また，依頼原

稿もこの限りではない。 

２．投稿論文の著作権は，日本茶業学会に属する。また，その原稿は返却しない。 

 

【投稿の種類】 

３．投稿論文は，茶の科学技術に関わる総説，報文，短報，技術レポート，資料とし，

報文，短報，技術レポートは未発表のものに限る。さらに，会員からの情報発信の

場として「話題」を設ける。 

４．総説は，編集委員会が依頼したとき，表題の研究に関わる進捗状況について解説し

たり，著者の見解を述べるものとするが，転載を認めない。 

５．報文は，独創的な研究で，それ自体独立して価値ある結論あるいは新しい事実が得

られたものとする。 

６．短報は，限られた部分の発見や新しい実験方法等，報文としてとりまとめるまでに

至っていないが，早く公表することにより，広く一般に寄与すると認められるもの

とする。 

７．技術レポートは，報文にするには至らないが技術的に価値を有する試験，実験，調

査等に関するものとする。 

８．資料は，会員に有益で学術的な資料（文献情報，調査結果など）とする。 

９．話題は，その他茶産業や茶業研究の発展に有益と考えられる情報で，原則編集委員

会が執筆依頼する。 

10．報文は図表を含めて刷り上がり 10ページ以内，資料は同 8ページ以内，技術レポ

ートは同 6ページ以内，短報は同 4ページ以内，話題は同 2ページ以内とし，超過

ページについては別途著者に負担いただく。ただし，編集委員会が依頼した総説，

資料，話題などはこの限りではない。 

11．原則的に和文投稿とする。英文投稿の場合および和文投稿の英文サマリーについて

は，著者の責任において英文校閲を受けるものとする。 

 

【投稿の手続き】 

12．原稿は，本規定及び原稿作成要領にしたがって作成する。 

13．原稿および送り状を日本茶業学会事務局宛に電子メール 

<jimukyoku@chagakkai.ec-net.jp>で提出する。 



14．原稿の受付日は学会事務局に到着の日とし，受理日は茶業研究報告編集委員長が受

理した日とする。 

15．原稿作成要領と著しく異なる原稿は，査読前に書き直しを依頼することがある。 

 

【査読】 

16．投稿された論文に対しては，1名の担当編集委員を定めるものとする。担当編集委

員は 2名あるいはそれ以上の専門家に論文の査読を依頼し，その結果を参考にして

採否を判断する。担当編集委員は原稿の内容，文章等について著者に訂正を助言し，

あるいは疑義の解明を求めることができる。担当編集委員の質問や意見に対し，著

者は明確な回答書を付して，原稿を修正した場合はその修正原稿を直接担当編集委

員に送らなければならない。 

 

【校正】 

17．校正は，原則として初校に限り著者が行い，指定された期日までに本学会事務局に

返送する。 

18．校正にあたっては，単なる誤植などの訂正に止める。文章の改訂，内容の加除変更

は認めない。 

 

【費用負担】 

19．掲載料として 3,000円を徴収する。なお超過の場合は著者負担（１ページ 6,000円）

とする。ただし，編集委員会が依頼した総説，資料，話題などはこの限りではない。

また，写真のカラー印刷（グラビア）を希望する場合は１ページにつき２万円を著者

負担とする。 

20．別刷りは 1部 200円とする。なお，別刷りを希望する場合は最低でも 10部以上と

する。論文の PDF ファイルを希望する場合，5000 円を徴収する。なお，購入した

PDFファイルをWebページに置いたり，メール自動配信機能などを使ったりして不

特定多数の人に配布できない。 


